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技術内容 

従来技術： 水中のマンガンイオンを微生物の作用により酸化し、

酸化物として沈積することができるが、微生物を増殖させるために

有機性基質の添加が必要であった。 

 

発明内容： 有機物、あるいは既知の独立栄養細菌の基質（第一鉄、

還元型硫黄、アンモニウムイオン、亜硝酸塩）を供給しなくても、

マンガン酸化細菌が保持され、マンガン酸化が持続的に進行する微

生物の培養系を構築した。 

 

発明の効果 

この微生物培養系の利用により、 

 特定の基質を供給しなくてもマンガン含有廃水の処理が可能 

 一般的に苦手とされる高濃度マンガン（20 mg/L～）、亜鉛（6 

mg/L）に対しても高い処理能力を発揮 

 特定の基質を供給しなくてもマンガン酸化物を生産することが

可能 

従来技術・競合技術

の概要 

微生物を利用して水中からマンガンを除去するには、有機物供給

のコストがかかっていたほか、有機物供給量を制御する必要があっ

た。本発明の培養系を利用すれば、低コストでシンプルな処理工程

を設置できるようになる。 
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